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「私を」こばまない明るい社会に
鹿児島県・南九州市立中福良小学校・六年
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「私をこばんできた世界は、私がこばんできた世界」
この言葉が、私の心に残った。どうして「私を」ではなく、「私が」なのか。

これは、第七十二回、社会を明るくする運動のポスターの言葉だ。拒むという言葉もわからなかったので、調べてみた。相手の要求を拒否するという意味だった。

　去年から、社会を明るくする運動の出前授業を行っている。保護司の方が二人来てくださった。今年は二回目なので、けいはつ運動をすることになった。ポスターをはったり、ちらしを配ったりする運動だ。

初めに、公民館にポスターをはりに行った。公民館のけいじ板にこのポスターをはったときに、「私をこばんできた世界は、私がこばんできた世界」という言葉に出会ったのだ。

私をこばんできた世界では、周りの人からいやな目で見られたり、こわがられたりしたことがあったのだろう。けいむしょから出てきたら、何か悪いことをまたしそうだなと思う。私だったら、悪いことをしてけいむしょにいた人が近くにいたら、こわいと思う。だから、みんなからさけられるのはしかたがない。だから、それが私をこばんできた社会ということだろう。

次に、ＪＡに、ちらし配りに行った。 行く前に、動画を見た。そこでは、大きな声で、
「社会を明るくする運動です。よろしくお願いします。」
と言っていた。それを見て私は不安になった。

私には忘れられない出来事がある。一年生の時だ。一年生を迎える会で、私が、
「好きな食べ物は、ナタデココです。」
と言うと、全校のみんなから、
「えっなんて。」
と言われた。私が何度言っても
「なんて。聞こえない。」 
のくり返し。私は泣き出してしまい、心配した先生がかけよってきた。私は、はずかしがり屋で声が小さかった。だから、今度も大きな声では言えるか不安だったのだ。

　ＪＡでは、予想どおりちらしをわたすとき、大きな声では言えなかった。でも、もらった人は、うれしそうにおれいを言ってくれた。

　授業の中では、社会を明るくするために私たち子どもにできることは、すなおに生きることと、友達を大事にすることだと教えていただいた。また、あいさつは大切ということを、くり返し言われた。ちらしを配るときも大きな声で言えば相手の心にもっと届いたのだが、そのときは、気づけなかった。

　保護司について調べてみると、岩瀬きぬ代さんのインタビュー記事が見つかった。岩瀬さんは、保護司になる前から、あいさつ運動や花いっぱい運動など、地域の子どもたちのためのさまざまなボランティア活動をしてきた。でも、保護司ではうまくいかないことがあった。ひどくはんこうてきな少年がいて、おどかすようなことを言った。でも、ふしぎにこわいとは思わなくて、ただただかわいそうでなみだが出たということだった。

　なぜなみだが出たのか。私は、考えてみたけど、どうしてもわからなかった。そこで、祖母に聞いてみた。すると、
「親の愛情を知らなくてかわいそうだと思ったからだと思うよ。」
と教えてくれた。

　その言葉を聞いて、出前授業の話を思い出した。少年院に入ってしまった少年がいた。その少年に面会に行ったとき、思わずごめんねと言ってしまったということだ。それは、
「保護司である私がうまく指導できたらここに来なくてよかったのに、ごめんね。」
という気持ちからだった。

　ポスターの最後に、「その人の言葉が、世界と私をつないでくれた」とあった。その人とは、保護司のことだろう。「私を」こばんできたのではなく、「私が」勝手にかべを作って人とのかかわりをこばんでいるのだということを、保護司の方が気づかせてくれた。

　出前授業を受けて、いろいろなことを学んだ。五年のときは、保護司という言葉さえわからなかったが、二回目になり、よくわかってきた。悪いことをした人でも、保護司の方と出会ったら自分を変えることができる。 保護司はとてもすごい仕事だなと思った。

　社会を明るくする運動は、ちらし配りなどのけいはつ運動と、保護司の方による、はんざいを犯してしまった人への働きかけの二つがあると言われた。このような一つ一つの働きかけで、はんざいのない社会をめざしている。そのために、高学年である自分ができること、すなおに生き、友達を大切にし、あいさつをしっかりとしていきたい。

　こうして、それぞれは小さなことだが、その積み重ねで、「私を」こばまない、明るい社会にしていくことができたらいいなと思う。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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